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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線端末（ＭＳ）が基地局（ＢＳ）を介してネットワークと接続され、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃ
ｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信を行う無線通信システムであって、
　前記ＢＳと前記ネットワーク間に設けられたゲートウェイ（ＧＷ）と、
　前記ＧＷとＭＳ情報を送信及び受信するＭＳ情報格納装置と
を備え、
前記ゲートウェイは、
　ＭＳがＢＳと接続した場合に該ＭＳに対して割り当てられるコールナンバー（Ｃａｌｌ
　Ｎｏ．）に対して、該ＭＳの識別子であるＭＳＩＤ、該ＭＳのセッションがアクティブ
状態（Ａｃｔｉｖｅ）かアイドル状態（Ｉｄｌｅ）かを示す状態情報（Ｓｔａｔｅ）、外
部インデックス（Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ）、を記憶するＣａｌｌセッション管理テーブルと
、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのアドレスを含み該ＭＳに関する情報であるＭＳ情報
を記憶するＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルと、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのページング情報を記憶するＩｄｌｅセッション管理
テーブルと、
　ＡｃｔｖｅとＩｄｌｅ間の移行処理を実行する制御部と
を有し、
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　前記ＭＳがＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行を要求した場合、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから、ＭＳＩＤを含むアイドル移行リクエストを受信し
、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照して、前記アイドル移行リクエストに含ま
れるＭＳＩＤに基づきＣａｌｌ　Ｎｏ．を検索し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ｉｄｌｅセッション管理テーブルを
参照して、ページング情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、検索されたエリアに前記ＭＳに
対するページング情報を設定し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブ
ルを参照して、ＭＳ情報を検索し、前記ＭＳ情報格納装置に、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応す
る前記ＭＳ情報を含む第１のＭＳ情報転送要求を送信し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置から、前記ＭＳ情報格納装置が記憶した前
記ＭＳ情報に対応するＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘを含む第１のＭＳ情報転送応答を受信すると
、該第１のＭＳ情報転送応答に含まれるＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を取得し、
　前記ゲートウェイは、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及び
ＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅに変更して記憶し、取得した
Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を記憶し、
　前記ゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから、Ｃａｌｌ　Ｎｏ
．と、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＭＳ情報を削除し、
　前記ＭＳ、前記ＢＳ、前記ゲートウェイとの間のデータ接続のパスを切断し、前記ゲー
トウェイとネットワークの間のデータ接続のパスを切断しないようにした
無線通信システム。
 
【請求項２】
　請求項１に記載の無線通信システムにおいて、
　前記ＭＳ情報格納装置は、
　Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘに対して、ＭＳ情報を記憶するＭＳ情報格納テーブルを備え、
　ＭＳ情報格納装置は、前記ゲートウェイから、前記第１のＭＳ情報転送要求を受信する
と、前記ＭＳ情報格納テーブルを参照し、ＭＳ情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、前記第
１のＭＳ情報転送要求に含まれるＭＳ情報を、検索したエリアに記憶し、対応するＥｘｔ
．　Ｉｎｄｅｘを含む前記第１のＭＳ情報転送応答を、前記ゲートウェイに送信すること
を特徴とする無線通信システム。
 
【請求項３】
　請求項１に記載の無線通信システムにおいて、
　前記ＭＳがＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行を要求した場合、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから、ＭＳＩＤを含む第１のアクティブ移行リクエスト
を受信すると、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルを参照し、ＭＳ情報がｎｕｌｌ
のエリアを検索し、
　前記ゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルでｎｕｌｌのエリアを
検索できれば、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照し、ＭＳＩＤに基づき、Ｃａ
ｌｌ　Ｎｏ．及びＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを取得し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置に、取得したＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含む第
２のＭＳ情報転送要求を送信し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置から、Ｅｘｔ．　ＩｎｄｅｘとＭＳ情報を
含む第２のＭＳ情報転送応答を受信すると、前記ゲートウェイは、該第２のＭＳ情報転送
応答からＭＳ情報を抽出し、
　前記ゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．
と、ＭＳ情報とを設定し、
　前記ゲートウェイは、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及び
ＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅに変更して記憶し、Ｅｘｔ．
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　Ｉｎｄｅｘ　にｎｕｌｌを設定し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するページング情報を、前記Ｉｄｌｅセ
ッション管理テーブルから削除し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置に、ＭＳ情報を削除するためにＭＳ情報転
送応答確認を送信し、
　前記ＭＳ、前記ＢＳ、前記ゲートウェイ、ネットワークの間にパスを確立し、データ接
続を行うようにした
ことを特徴とする無線通信システム。
 
【請求項４】
　請求項３に記載の無線通信システムにおいて、
　前記ＭＳ情報格納装置は、前記ゲートウェイから、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含む前記第２
のＭＳ情報転送要求を受信すると、前記ＭＳ情報格納テーブルを参照し、該Ｅｘｔ．Ｉｎ
ｄｅｘに対するＭＳ情報を検索し、Ｅｘｔ．　ＩｎｄｅｘとＭＳ情報を含む前記第２のＭ
Ｓ情報転送応答を、前記ゲートウェイに送信することを特徴とする無線通信システム。
 
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の無線通信システムにおいて、
　前記ゲートウェイは、前記第１のアクティブ移行リクエストを受信した際に前記Ａｃｔ
ｉｖｅセッション管理テーブルを検索したとき、ｎｕｌｌのエリアがなかった場合、
　前記ゲートウェイは、ＭＳＩＤとＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含むリダイレクトリクエストを
、他のゲートウェイに、送信し、
　前記他のゲートウェイは、前記ゲートウェイから、前記リダイレクトリクエストを受信
すると、自装置の前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルを参照し、ＭＳ情報がｎｕｌ
ｌのエリアを検索し、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルでｎｕｌｌのエリアを検
索できれば、前記ゲートウェイに、リソースが有ることを通知するためのリダイレクトレ
スポンスを送信し、
　前記ゲートウェイは、前記他のゲートウェイから、前記リダイレクトレスポンスを受信
すると、前記他のゲートウェイに、ＭＳＩＤを含む第２のアクティブ移行リクエストを送
信し、
　前記他のゲートウェイは、前記第２のアクティブ移行リクエストを受信すると、前記Ａ
ｃｔｉｖｅセッション管理テーブルを参照し、ＭＳ情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、
　前記他のゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルでｎｕｌｌのエリ
アを検索できれば、自装置の前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照し、ＭＳＩＤに
基づき、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及びＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを取得し、
　前記他のゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置に、取得したＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含
む第２のＭＳ情報転送要求を送信し、
　前記他のゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置から、Ｅｘｔ．　ＩｎｄｅｘとＭＳ情
報を含む第２のＭＳ情報転送応答を受信すると、前記他のゲートウェイは、該第２のＭＳ
情報転送応答からＭＳ情報を抽出し、
　前記他のゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎ
ｏ．と、ＭＳ情報とを設定し、
　前記他のゲートウェイは、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．
及びＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅに変更して記憶し、Ｅｘ
ｔ．　Ｉｎｄｅｘ　にｎｕｌｌを設定し、
　前記他のゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するページング情報を、自装置の前
記Ｉｄｌｅセッション管理テーブルから削除し、
　前記他のゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置に、ＭＳ情報を削除するためにＭＳ情
報転送応答確認を送信し、
　前記ＭＳ、前記ＢＳ、前記ゲートウェイ、前記他のゲートウェイ、ネットワークの間に
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パスを確立し、データ接続を行うようにしたことを特徴とする無線通信システム。
 
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の無線通信システムにおいて、
　ＭＳＩＤに、Ｍ２Ｍ接続かＭ２Ｍ接続以外かを識別するＭ２Ｍ識別子を含め、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから受信したＭＳＩＤに含まれるＭ２Ｍ識別子によって
Ｍ２Ｍ接続か否かを判断し、
　前記ゲートウェイは、Ｍ２Ｍ接続と判断した場合、ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへ移行す
るとき前記ＭＳ格納情報格納装置にＭＳ情報を格納し、Ｍ２Ｍ接続以外と判断した場合に
は、前記ゲートウェイ内の前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルにＭＳ情報を格納する
ことを特徴とする無線通信システム。
 
【請求項７】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の無線通信システムにおいて、
　前記ＢＳは、ＭＳと前記ＢＳ間の無線接続処理においてＭＳがＭ２Ｍ接続かＭ２Ｍ接続
以外かを認識し、
　前記ＢＳは、前記ＭＳによる接続がＭ２Ｍ接続であると判断した場合には、前記ＢＳと
前記ゲートウェイ間のメッセージに、ＭＳＩＤに対するＭ２Ｍ識別子を含めて前記ゲート
ウェイに通知し、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから通知された前記メッセージによってＭ２Ｍ接続か否
かを判断し、
　前記ゲートウェイは、Ｍ２Ｍ接続と判断した場合、ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへ移行す
るとき前記ＭＳ格納情報格納装置にＭＳ情報を格納し、Ｍ２Ｍ接続以外と判断した場合に
は、前記ゲートウェイ内の前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルにＭＳ情報を格納する
ことを特徴とする無線通信システム。
 
【請求項８】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の無線通信システムにおいて、
　前記ゲートウェイは、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及び／又はＭＳＩＤに対応して、Ｍ２Ｍ接続かＭ２Ｍ接続以外かを識
別するＭ２Ｍ識別子を記憶するＤｏｍａｉｎ情報テーブルを備え、
　前記ＢＳは、ＭＳが所属するＤｏｍａｉｎのＤｏｍａｉｎ情報を前記ＭＳから受信し、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳからの接続メッセージに含まれる前記Ｄｏｍａｉｎ情報
に基づき、前記Ｄｏｍａｉｎ情報テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．又はＭＳＩＤに対応して
、Ｄｏｍａｉｎ情報に対して予め設定されたＭ２Ｍ識別子を設定し、
　前記ゲートウェイは、前記Ｄｏｍａｉｎ情報テーブルを参照して、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．又
はＭＳＩＤに基づきＭ２Ｍ接続か否かを判断し、
　前記ゲートウェイは、Ｍ２Ｍ接続と判断した場合、ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへ移行す
るとき前記ＭＳ格納情報格納装置にＭＳ情報を格納し、Ｍ２Ｍ接続以外と判断した場合に
は、前記ゲートウェイ内の前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルにＭＳ情報を格納する
ことを特徴とする無線通信システム。
 
【請求項９】
　無線端末（ＭＳ）が基地局（ＢＳ）を介してネットワークと接続され、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃ
ｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信を行い、
　前記ＢＳと前記ネットワーク間に設けられたゲートウェイ（ＧＷ）と、
　前記ＧＷとＭＳ情報を送信及び受信するＭＳ情報格納装置と
を備えた無線通信システムにおける無線通信方法であって、
前記ゲートウェイは、
　ＭＳがＢＳと接続した場合に該ＭＳに対して割り当てられるコールナンバー（Ｃａｌｌ
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　Ｎｏ．）に対して、該ＭＳの識別子であるＭＳＩＤ、該ＭＳのセッションがアクティブ
状態（Ａｃｔｉｖｅ）かアイドル状態（Ｉｄｌｅ）かを示す状態情報（Ｓｔａｔｅ）、外
部インデックス（Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ）、を記憶するＣａｌｌセッション管理テーブルと
、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのアドレスを含み該ＭＳに関する情報であるＭＳ情報
を記憶するＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルと、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのページング情報を記憶するＩｄｌｅセッション管理
テーブルと、
　ＡｃｔｖｅとＩｄｌｅ間の移行処理を実行する制御部と
を有し、
 
　前記ＭＳがＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行を要求した場合、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから、ＭＳＩＤを含むアイドル移行リクエストを受信し
、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照して、前記アイドル移行リクエストに含ま
れるＭＳＩＤに基づきＣａｌｌ　Ｎｏ．を検索し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ｉｄｌｅセッション管理テーブルを
参照して、ページング情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、検索されたエリアに前記ＭＳに
対するページング情報を設定し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブ
ルを参照して、ＭＳ情報を検索し、前記ＭＳ情報格納装置に、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応す
る前記ＭＳ情報を含む第１のＭＳ情報転送要求を送信し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置から、前記ＭＳ情報格納装置が記憶した前
記ＭＳ情報に対応するＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘを含む第１のＭＳ情報転送応答を受信すると
、該第１のＭＳ情報転送応答に含まれるＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を取得し、
　前記ゲートウェイは、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及び
ＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅに変更して記憶し、取得した
Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を記憶し、
　前記ゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから、Ｃａｌｌ　Ｎｏ
．と、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＭＳ情報を削除し、
　前記ＭＳ、前記ＢＳ、前記ゲートウェイとの間のデータ接続のパスを切断し、前記ゲー
トウェイとネットワークの間のデータ接続のパスを切断しないようにした
無線通信方法。
 
【請求項１０】
　無線端末（ＭＳ）が基地局（ＢＳ）を介してネットワークと接続され、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃ
ｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信を行い、
　前記ＢＳと前記ネットワーク間に設けられたゲートウェイ（ＧＷ）と、
　前記ＧＷとＭＳ情報を送信及び受信するＭＳ情報格納装置と
を備えた無線通信システムにおける前記ゲートウェイであって、
　ＭＳがＢＳと接続した場合に該ＭＳに対して割り当てられるコールナンバー（Ｃａｌｌ
　Ｎｏ．）に対して、該ＭＳの識別子であるＭＳＩＤ、該ＭＳのセッションがアクティブ
状態（Ａｃｔｉｖｅ）かアイドル状態（Ｉｄｌｅ）かを示す状態情報（Ｓｔａｔｅ）、外
部インデックス（Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ）、を記憶するＣａｌｌセッション管理テーブルと
、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのアドレスを含み該ＭＳに関する情報であるＭＳ情報
を記憶するＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルと、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのページング情報を記憶するＩｄｌｅセッション管理
テーブルと、
　ＡｃｔｖｅとＩｄｌｅ間の移行処理を実行する制御部と
を有し、
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　前記ＭＳがＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行を要求した場合、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから、ＭＳＩＤを含むアイドル移行リクエストを受信し
、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照して、前記アイドル移行リクエストに含ま
れるＭＳＩＤに基づきＣａｌｌ　Ｎｏ．を検索し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ｉｄｌｅセッション管理テーブルを
参照して、ページング情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、検索されたエリアに前記ＭＳに
対するページング情報を設定し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブ
ルを参照して、ＭＳ情報を検索し、前記ＭＳ情報格納装置に、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応す
る前記ＭＳ情報を含む第１のＭＳ情報転送要求を送信し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置から、前記ＭＳ情報格納装置が記憶した前
記ＭＳ情報に対応するＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘを含む第１のＭＳ情報転送応答を受信すると
、該第１のＭＳ情報転送応答に含まれるＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を取得し、
　前記ゲートウェイは、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及び
ＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅに変更して記憶し、取得した
Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を記憶し、
　前記ゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから、Ｃａｌｌ　Ｎｏ
．と、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＭＳ情報を削除し、
　前記ＭＳ、前記ＢＳ、前記ゲートウェイとの間のデータ接続のパスを切断し、前記ゲー
トウェイとネットワークの間のデータ接続のパスを切断しないようにした無線通信システ
ムにおけるゲートウェイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システム及び方法、ゲートウェイに係り、特に、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈ
ｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）対応型モバイルゲートウェイを備えた移動体通信システ
ム等の無線通信システム、及び、無線通信方法、ゲートウェイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の移動体システムは、移動端末ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、無線基地
局ＢＳ（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、モバイルＧＷ（Ｇａｔｅｗａｙ）（ＷｉＭＡＸシ
ステムでは、ＡＳＮ－ＧＷ）を備える。ＭＳが通信する際には、ＢＳ経由でモバイルＧＷ
等のＧＷに対して接続し、モバイルＧＷを介して、インターネットにアクセスする。ＭＳ
は、通信状態によって、Ａｃｔｉｖｅ、Ｉｄｌｅの状態をもつ、Ａｃｔｉｖｅはデータ通
信中の状態、Ｉｄｌｅは無通信中かつ通信を再開できる待機状態である。モバイルＧＷは
、Ａｃｔｉｖｅ、Ｉｄｌｅ状態のＭＳ情報を常に保持することによって、データ通信や、
待機状態から通信状態への復帰を可能としている。
【０００３】
　また、昨今は、情報通信ネットワーク、通信技術の発達から、ネットワークで接続され
た機械同士が人間を介在することなく通信するＭ２Ｍ通信が注目されている。特に電力、
水道、ガス等といった社会インフラでは、通信機能を備えた検針（スマートメータ）が登
場している。
　特許文献１には、Ｍ２Ｍ通信システムにおいて使用する方法及び装置について記載され
ている。
【０００４】
　一般に、移動体通信システムは、階層構造を有している。以下に、階層構造を有する移
動体通信システムの一例について説明する。
　図２４は、従来の移動体通信システムの構成図である。
　移動体システムは、移動体端末（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）５００、基地
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局（ＢＳ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）４００～ＢＳ４０３、ＢＳを管理するアクセスサ
ービスネットワーク－ゲートウェイ（ＡＳＮ－ＧＷ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　－　Ｇａｔｅｗａｙ）２００～２０１、ホームエージェント（ＨＡ：Ｈｏ
ｍｅ　Ａｇｅｎｔ）３００を備える。ＨＡ３００は、Ｍｏｂｉｌｅ　ＩＰをサポートする
。ＨＡ３００は、インターネットサービスを提供している場合には、インターネット７０
０と接続されている。
【０００５】
　図２５は、従来の移動体通信システムのＩｄｌｅ移行シーケンスを説明する図である。
　ＭＳ５００、ＢＳ４００、ＡＳＮ－ＧＷ２００、ＨＡ３００は、規定に従ったメッセー
ジのやり取りを行い、ＭＳ５００とＢＳ４００間に無線パス５１０を確立し、ＢＳ４００
とＡＳＮ－ＧＷ２００の間に、例えばＧＲＥ（Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｒｏｕｔｉｎｇ　Ｅｎｃ
ａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）カプセリングパス等のパス４１０を確立し、また、ＡＳＮ－ＧＷ
２００とＨＡ３００の間にパス３１０を確立する。これらによりデータ接続が行われる。
ＭＳ５００がＭＳ情報の削除（Ｉｄｌｅ移行）を要求する場合、削除要求（ＤＲＥＧ－Ｒ
ＥＱ８００）をＢＳ４００に送信することで、ＢＳ４００がＡＳＮ－ＧＷ２００に、Ｉｄ
ｌｅ　Ｍｏｄｅ　エントリ状態変更要求（ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ
＿Ｒｅｑ．８０１）を送信し、その後、規定に従ったメッセージがやり取りされ、Ｉｄｌ
ｅ移行シーケンス（削除シーケンス）が実行される（ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃ
ｈａｎｇｅ＿Ｒｓｐ．８０３、ＤＲＥＧ－ＣＭＤ８０２、ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ
＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ａｃｋ．８０４、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ｒｅｑ．８０５、Ｐａｔｈ＿
Ｄｅｒｅｇ＿Ｒｓｐ．８０６、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ａｃｋ．８０７）。これにより、
ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報を保持するが、ＭＳ５００をＩｄｌｅ状態として管理す
る。
【０００６】
　図２６は、従来の移動体通信システムのＡｃｔｉｖｅ移行シーケンスを説明する図であ
る。
　ＡＳＮ－ＧＷ２００とＨＡ３００の間には、パス３１０が確立され、データ接続が行わ
れている。ＭＳ５００がＭＳ情報の登録（Ａｃｔｉｖｅ移行）を要求する場合、登録要求
（ＲＥＧ－ＲＥＱ８１０）をＢＳ４００に送信することで、ＢＳ４００がＡＳＮ－ＧＷ２
００に、Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ　エクジット状態変更要求（ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿
Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑ．８１１）を送信し、その後、規定に従ったメッセージがやり取り
され、Ａｃｔｉｖｅ移行シーケンス（登録シーケンス）が行われる（ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿
Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｓｐ．８１２、ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎ
ｇｅ＿Ａｃｋ．８１３、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ｒｅｑ．８１４、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ
＿Ｒｓｐ．８１５、ＲＥＧ－ＲＳＰ８１６、ＣＭＡＣ＿Ｋｅｙ＿Ｃｏｕｎｔ＿Ｕｐｄａｔ
ｅ８１７、ＣＭＡＣ＿Ｋｅｙ＿Ｃｏｕｎｔ＿Ｕｐｄａｔｅ＿Ａｃｋ．８１８、Ｐａｔｈ＿
Ｒｅｇ＿Ａｃｋ．８１９）。これにより、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ５００の管理状態
をＡｃｔｉｖｅとする。また、ＭＳ５００、ＢＳ４００、ＡＳＮ－ＧＷ２００、ＨＡ３０
０は、規定に従ったメッセージのやり取りを行い、ＭＳ５００とＢＳ４００間に無線パス
５１１を確立し、ＢＳ４００とＡＳＮ－ＧＷ２００の間に、例えばＧＲＥ（Ｇｅｎｅｒｉ
ｃ　Ｒｏｕｔｉｎｇ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）カプセリングパス等のパス４１１を
確立し、データ接続が行われる。
 
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特表２０１１－５２４１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　一般に、移動体通信システムを使ってＭ２Ｍネットワークを構築した場合のＭＳ数は、
これまで人や端末が通信していたＭＳ数に比べ、例えば１０００倍や１０，０００倍以上
等と言われている。従来のモバイルＧＷでは、ＭＳの情報（ＭＳ情報）を全て装置内に格
納するため、モバイルＧＷの必要台数がＭＳ数に比例して爆発的に増加してしまい、設備
量が激増してしまうという課題が発生する。
【０００９】
　本発明は、以上の点に鑑み、Ｍ２Ｍ接続とＭ２Ｍ接続以外が混在した移動体システムに
おいて、Ｍ２Ｍ接続のＭＳ情報を外部装置に収容して、モバイルＧＷ等のＧＷと連携する
ことで、ＧＷの必要台数を減らし、設備数を抑えることを、目的のひとつとする。また、
本発明は、ひとつのＧＷでＭＳ情報の記憶容量が不足するとき、他のＧＷにそのＭＳ情報
を記憶する（Ｒｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）ことを、他の目的とする。さらに、本発明は、Ｍ
２Ｍ接続以外のＭＳ情報を装置内に格納することで、Ｍ２Ｍ以外の接続は従来と同様の状
態遷移処理時間で処理を可能とすることを、他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　一般に、Ｍ２Ｍ通信の特徴は、アクティブ状態（Ａｃｔｉｖｅ）保留時間が短く、アイ
ドル状態（Ｉｄｌｅ）保留時間が長いことである。また、Ｍ２Ｍ通信は、機械で制御され
るため、人が通信する端末と違いＡｃｔｉｖｅへの移行や通信時刻を予め制御することが
可能であり、更に接続に多少時間を要しても許容され得る特性がある。また、ＧＷで必要
なＭＳ情報の記憶容量やトラフィック等もある程度予測することが可能である。
【００１１】
　本発明では、このような特性を活かし、ＭＳがＩｄｌｅに移行すると、ＭＳ情報を一旦
、外部装置に格納し、モバイルＧＷ等のＧＷから情報を削除する。また、本発明では、Ｍ
ＳがＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅに遷移する際には、モバイルＧＷが再び外部装置からＭＳ
情報を引き出し、装置内に再格納することによって、通信可能とすることができる。この
際、外部装置からＭＳ情報を引き出す際に、装置内にＡｃｔｉｖｅのリソースが不足する
場合には、他のモバイルＧＷに対して、該当ＭＳの接続を受け入れるような処理を行い、
他のモバイルＧＷを使って、ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの遷移を可能にするようにして
もよい。
【００１２】
　また、本発明の別の解決手段としては、端末識別子（ＭＳＩＤ）の予備ビットにＭ２Ｍ
接続端末か、Ｍ２Ｍ接続以外（人を介在する接続等）かを識別するＭ２Ｍ識別子を設け、
Ｍ２Ｍ識別子によってＭ２Ｍ接続を判断するようにしてもよい。Ｍ２Ｍ接続と判断された
ＭＳ情報は、ＭＳ情報格納装置に格納し、Ｍ２Ｍ接続以外と判断された場合には、装置内
にＭＳ情報を格納することができる。また、Ｍ２Ｍ接続を判断する別の手段として、ＭＳ
と基地局間の無線接続手段において、基地局は、ＭＳがＭ２Ｍ接続であるか否かを認識で
きるため、Ｍ２Ｍ接続と判断した場合には、基地局とＧＷ（モバイルＧＷ等）間のメッセ
ージの予備ビットにＭ２Ｍ識別子を付与することで基地局からＧＷに対して、ＭＳがＭ２
Ｍ接続であることを通知するようにしてもよい。さらに、Ｍ２Ｍ接続を判断する別の手段
として、ＭＳが持つＤｏｍａｉｎ情報により、ＧＷが、ＭＳがＭ２Ｍ接続であることを判
断するようにしてもよい。
【００１３】
　本発明の第１の解決手段によると、
　無線端末（ＭＳ）が基地局（ＢＳ）を介してネットワークと接続され、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃ
ｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信を行う無線通信システムであって、
　前記ＢＳと前記ネットワーク間に設けられたゲートウェイ（ＧＷ）と、
　前記ＧＷとＭＳ情報を送信及び受信するＭＳ情報格納装置と
を備え、
前記ゲートウェイは、
　ＭＳがＢＳと接続した場合に該ＭＳに対して割り当てられるコールナンバー（Ｃａｌｌ
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　Ｎｏ．）に対して、該ＭＳの識別子であるＭＳＩＤ、該ＭＳのセッションがアクティブ
状態（Ａｃｔｉｖｅ）かアイドル状態（Ｉｄｌｅ）かを示す状態情報（Ｓｔａｔｅ）、外
部インデックス（Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ）、を記憶するＣａｌｌセッション管理テーブルと
、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのアドレスを含み該ＭＳに関する情報であるＭＳ情報
を記憶するＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルと、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのページング情報を記憶するＩｄｌｅセッション管理
テーブルと、
　ＡｃｔｖｅとＩｄｌｅ間の移行処理を実行する制御部と
を有し、
 
　前記ＭＳがＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行を要求した場合、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから、ＭＳＩＤを含むアイドル移行リクエストを受信し
、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照して、前記アイドル移行リクエストに含ま
れるＭＳＩＤに基づきＣａｌｌ　Ｎｏ．を検索し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ｉｄｌｅセッション管理テーブルを
参照して、ページング情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、検索されたエリアに前記ＭＳに
対するページング情報を設定し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブ
ルを参照して、ＭＳ情報を検索し、前記ＭＳ情報格納装置に、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応す
る前記ＭＳ情報を含む第１のＭＳ情報転送要求を送信し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置から、前記ＭＳ情報格納装置が記憶した前
記ＭＳ情報に対応するＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘを含む第１のＭＳ情報転送応答を受信すると
、該第１のＭＳ情報転送応答に含まれるＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を取得し、
　前記ゲートウェイは、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及び
ＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅに変更して記憶し、取得した
Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を記憶し、
　前記ゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから、Ｃａｌｌ　Ｎｏ
．と、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＭＳ情報を削除し、
　前記ＭＳ、前記ＢＳ、前記ゲートウェイとの間のデータ接続のパスを切断し、前記ゲー
トウェイとネットワークの間のデータ接続のパスを切断しないようにした
無線通信システムが提供される。
【００１４】
　本発明の第２の解決手段によると、
　無線端末（ＭＳ）が基地局（ＢＳ）を介してネットワークと接続され、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃ
ｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信を行い、
　前記ＢＳと前記ネットワーク間に設けられたゲートウェイ（ＧＷ）と、
　前記ＧＷとＭＳ情報を送信及び受信するＭＳ情報格納装置と
を備えた無線通信システムにおける無線通信方法であって、
前記ゲートウェイは、
　ＭＳがＢＳと接続した場合に該ＭＳに対して割り当てられるコールナンバー（Ｃａｌｌ
　Ｎｏ．）に対して、該ＭＳの識別子であるＭＳＩＤ、該ＭＳのセッションがアクティブ
状態（Ａｃｔｉｖｅ）かアイドル状態（Ｉｄｌｅ）かを示す状態情報（Ｓｔａｔｅ）、外
部インデックス（Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ）、を記憶するＣａｌｌセッション管理テーブルと
、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのアドレスを含み該ＭＳに関する情報であるＭＳ情報
を記憶するＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルと、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのページング情報を記憶するＩｄｌｅセッション管理
テーブルと、
　ＡｃｔｖｅとＩｄｌｅ間の移行処理を実行する制御部と
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を有し、
 
　前記ＭＳがＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行を要求した場合、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから、ＭＳＩＤを含むアイドル移行リクエストを受信し
、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照して、前記アイドル移行リクエストに含ま
れるＭＳＩＤに基づきＣａｌｌ　Ｎｏ．を検索し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ｉｄｌｅセッション管理テーブルを
参照して、ページング情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、検索されたエリアに前記ＭＳに
対するページング情報を設定し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブ
ルを参照して、ＭＳ情報を検索し、前記ＭＳ情報格納装置に、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応す
る前記ＭＳ情報を含む第１のＭＳ情報転送要求を送信し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置から、前記ＭＳ情報格納装置が記憶した前
記ＭＳ情報に対応するＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘを含む第１のＭＳ情報転送応答を受信すると
、該第１のＭＳ情報転送応答に含まれるＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を取得し、
　前記ゲートウェイは、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及び
ＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅに変更して記憶し、取得した
Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を記憶し、
　前記ゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから、Ｃａｌｌ　Ｎｏ
．と、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＭＳ情報を削除し、
　前記ＭＳ、前記ＢＳ、前記ゲートウェイとの間のデータ接続のパスを切断し、前記ゲー
トウェイとネットワークの間のデータ接続のパスを切断しないようにした
無線通信方法が提供される。
【００１５】
　本発明の第３の解決手段によると、
　無線端末（ＭＳ）が基地局（ＢＳ）を介してネットワークと接続され、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃ
ｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信を行い、
　前記ＢＳと前記ネットワーク間に設けられたゲートウェイ（ＧＷ）と、
　前記ＧＷとＭＳ情報を送信及び受信するＭＳ情報格納装置と
を備えた無線通信システムにおける前記ゲートウェイであって、
　ＭＳがＢＳと接続した場合に該ＭＳに対して割り当てられるコールナンバー（Ｃａｌｌ
　Ｎｏ．）に対して、該ＭＳの識別子であるＭＳＩＤ、該ＭＳのセッションがアクティブ
状態（Ａｃｔｉｖｅ）かアイドル状態（Ｉｄｌｅ）かを示す状態情報（Ｓｔａｔｅ）、外
部インデックス（Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ）、を記憶するＣａｌｌセッション管理テーブルと
、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのアドレスを含み該ＭＳに関する情報であるＭＳ情報
を記憶するＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルと、
　Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳのページング情報を記憶するＩｄｌｅセッション管理
テーブルと、
　ＡｃｔｖｅとＩｄｌｅ間の移行処理を実行する制御部と
を有し、
 
　前記ＭＳがＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行を要求した場合、
　前記ゲートウェイは、前記ＢＳから、ＭＳＩＤを含むアイドル移行リクエストを受信し
、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照して、前記アイドル移行リクエストに含ま
れるＭＳＩＤに基づきＣａｌｌ　Ｎｏ．を検索し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ｉｄｌｅセッション管理テーブルを
参照して、ページング情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、検索されたエリアに前記ＭＳに
対するページング情報を設定し、
　前記ゲートウェイは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に従い前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブ
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ルを参照して、ＭＳ情報を検索し、前記ＭＳ情報格納装置に、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応す
る前記ＭＳ情報を含む第１のＭＳ情報転送要求を送信し、
　前記ゲートウェイは、前記ＭＳ情報格納装置から、前記ＭＳ情報格納装置が記憶した前
記ＭＳ情報に対応するＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘを含む第１のＭＳ情報転送応答を受信すると
、該第１のＭＳ情報転送応答に含まれるＥｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を取得し、
　前記ゲートウェイは、前記Ｃａｌｌセッション管理テーブルに、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及び
ＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅに変更して記憶し、取得した
Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を記憶し、
　前記ゲートウェイは、前記Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから、Ｃａｌｌ　Ｎｏ
．と、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＭＳ情報を削除し、
　前記ＭＳ、前記ＢＳ、前記ゲートウェイとの間のデータ接続のパスを切断し、前記ゲー
トウェイとネットワークの間のデータ接続のパスを切断しないようにした無線通信システ
ムにおけるゲートウェイが提供される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、Ｍ２Ｍ接続とＭ２Ｍ接続以外が混在した移動体システムにおいて、Ｍ
２Ｍ接続のＭＳ情報を外部装置に収容して、モバイルＧＷ等のＧＷと連携することで、Ｇ
Ｗの必要台数を減らし、設備数を抑えることができる。また、本発明によれば、ひとつの
ＧＷでＭＳ情報の記憶容量が不足するとき、他のＧＷにそのＭＳ情報を記憶する（Ｒｅｄ
ｉｒｅｃｔｉｏｎ）ことができる。さらに、本発明によれば、Ｍ２Ｍ接続以外のＭＳ情報
を装置内に格納することで、Ｍ２Ｍ以外の接続は従来と同様の状態遷移処理時間で処理を
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態の移動体通信システムの構成図。
【図２】本発明の実施の形態のＡＳＮ－ＧＷの構成図。
【図３】本発明の実施の形態のＭＳ情報格納装置の構成図。
【図４】ＡＳＮ－ＧＷのＣａｌｌセッション管理テーブル。
【図５】ＡＳＮ－ＧＷのＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブル。
【図６】ＡＳＮ－ＧＷのＩｄｌｅセッション管理テーブル。
【図７】ＭＳ情報格納装置のＭＳ情報格納テーブル。
【図８】本発明の実施の形態の移動体通信システムのＩｄｌｅ移行シーケンス。
【図９】本発明の実施の形態の移動体通信システムのＡｃｔｉｖｅ移行シーケンス。
【図１０】本発明の実施の形態の移動体通信システムにおける切断シーケンス。
【図１１】本発明の実施の形態の移動体通信システムにおけるＲｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎシ
ーケンス。
【図１２】本発明の実施の形態のＡＳＮ－ＧＷのＩｄｌｅ移行処理についてのフローチャ
ート。
【図１３】本発明の実施の形態のＡＳＮ－ＧＷのＡｃｔｉｖｅ移行処理についてのフロー
チャート。
【図１４】本発明の実施の形態のＡＳＮ－ＧＷのＲｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ処理についての
フローチャート。
【図１５】本発明の実施の形態のＭＳ情報格納装置への要求メッセージフォーマット。
【図１６】本発明の実施の形態２のＭＳＩＤフォーマット。
【図１７】本発明の実施の形態２のシグナリングフォーマット。
【図１８】本発明の実施の形態２のＣａｌｌセッション管理テーブル。
【図１９】本発明の実施の形態２のＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブル。
【図２０】本発明の実施の形態２の移動体通信システムのＩｄｌｅ移行処理についてのフ
ローチャート。
【図２１】本発明の実施の形態２の移動体通信システムのＡｃｔｉｖｅ移行処理について
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のフローチャート。
【図２２】本発明の実施の形態３の予めＡＳＮ－ＧＷに設定するＤｏｍａｉｎに関するテ
ーブル。
【図２３】本発明の実施の形態３のＭＳＩＤ、Ｄｏｍａｉｎ、Ｍ２Ｍサービスか否かの対
応関係を管理するＤｏｍａｉｎ情報テーブル。
【図２４】従来の移動体通信システムの構成図。
【図２５】従来の移動体通信システムのＩｄｌｅ移行シーケンス。
【図２６】従来の移動体通信システムのＡｃｔｉｖｅ移行シーケンス。
【図２７】ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＩｄｌｅセッション管理テーブルの例
を示す図。
【図２８】ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＭＳ情報格納テーブルの例を示す図。
【図２９】ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＣａｌｌセッション管理テーブルの例
を示す図。
【図３０】ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブル
の例を示す図。
【図３１】ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブル
の例を示す図。
【図３２】ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＣａｌｌセッション管理テーブルの例
を示す図。
【図３３】ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＩｄｌｅセッション管理テーブルの例
を示す図。
【図３４】ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＭＳ情報格納テーブルの例を示す図。
【図３５】実施の形態２のＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＩｄｌｅセッション管
理テーブルの例を示す図。
【図３６】実施の形態２のＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＣａｌｌセッション管
理テーブルの例を示す図。
【図３７】実施の形態２のＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＣａｌｌセッション管
理テーブルの例を示す図。
【図３８】実施の形態２のＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＩｄｌｅセッション管
理テーブルの例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下では、移動体システムに本発明を適用した場合の発明の実施の形態を説明する。
 
Ａ．実施の形態１：Ｉｄｌｅ状態のＭＳ情報を外部装置に格納する形態
 
１．システム
 
　図１は、本実施の形態の移動体通信システムの構成を示した図である。
　本実施の形態の移動体通信システムは、ＭＳ情報格納装置１００、移動体端末（ＭＳ：
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）５００、基地局（ＢＳ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）４
００～ＢＳ４０３、ＢＳを管理するアクセスサービスネットワーク－ゲートウェイ（ＡＳ
Ｎ－ＧＷ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　－　Ｇａｔｅｗａｙ）２０
０～２０１、ホームエージェント（ＨＡ：Ｈｏｍｅ　Ａｇｅｎｔ）３００を備える。ＨＡ
３００は、Ｍｏｂｉｌｅ　ＩＰをサポートする。ＨＡ３００は、インターネットサービス
を提供している場合には、インターネット等のネットワーク７００と接続されている。
 
【００１９】
　図２は、本発明の一実施の形態におけるＡＳＮ－ＧＷ２００～２０１の構成を説明する
図である。
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　ＡＳＮ－ＧＷ２００～２０１は、ＢＳおよびＨＡと接続する物理インタフェースを備え
るＩ／Ｏポート２００４、Ｉ／Ｏポート２００４から受信したデータを格納するパケット
バッファ２００５、受信したデータを解読して、ＡｃｔｉｖｅとＩｄｌｅとの間の移行処
理、ＭＳ情報等のデータの送信及び受信処理、適切な応答メッセージを作成する処理等の
各種処理を実行する制御部２００２、ソフトウェアが格納されているプログラムメモリ２
００３、ＭＳ情報格納装置と通信を行うＥｘｔ．ＩＦ２００６、各機能部を接続するバス
２００１、各種情報を記憶するメモリ２００７を備える。メモリ２００７は、Ｃａｌｌセ
ッション管理テーブル２００７１、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブル２００７２、Ｉ
ｄｌｅセッション管理テーブル２００７３を含む。
【００２０】
　図３は、本発明の一実施の形態におけるＭＳ情報格納装置１００の構成を説明する図で
ある。ＭＳ情報格納装置１００は、ＡＳＮ－ＧＷと接続する物理インタフェースを備える
Ｉ／Ｏポート１００４、Ｉ／Ｏポート１００４を介してＭＳ情報等のデータの送信及び受
信処理、ＡｃｔｉｖｅとＩｄｌｅとの間の移行処理等の各種処理を実行する制御部１００
２、ソフトウェアが格納されているプログラムメモリ１００３、ＡＳＮ－ＧＷ２００～２
０１と通信を行うＡＳＮ－ＧＷ　ＩＦ１００５、ＭＳ情報等を含む各種情報を記憶するＨ
ＤＤ１００６、各機能部を接続するバス１００１備える。ＨＤＤ１００６は、ＭＳ情報格
納テーブル１００６１を含む。
 
【００２１】
　図４は、ＡＳＮ－ＧＷのＣａｌｌセッション管理テーブル２００７１の一例である。Ｃ
ａｌｌセッション管理テーブルは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳの識別子であるＭＳ
ＩＤ、ＭＳがＢＳと接続の状態であるアクティブ状態（Ａｃｔｉｖｅ）か、ＭＳがＢＳと
非接続の状態であるアイドル状態（Ｉｄｌｅ）かを表すＳｔａｔｅ、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎ
ｄｅｘ、　Ｉｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘ、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ、を記憶する。ＡＳＮ－ＧＷは、
ＭＳがＢＳと接続した場合等に、ＭＳに対してＣａｌｌ　Ｎｏ．を適宜割り当てることが
できる。
【００２２】
　図５は、ＡＳＮ－ＧＷのＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブル２００７２の一例である
。Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルは、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘに対して、Ｃａｌ
ｌ　Ｎｏ．、ＭＳ情報（ＭＳ＿Ｉｎｆｏ．）を記憶する。ＭＳ情報（ＭＳ＿Ｉｎｆｏ．）
は、例えば、ＭＳのＩＰアドレス等のアドレスや端末識別子等のＭＳ及び／又はユーザの
ＭＳ識別情報、無線通信・接続・シーケンスに関する情報、セキュリティ情報（暗号パラ
メータ等）、ＳＦ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｆｌｏｗ）情報（サービスフローやパスの識別情報
、映像・音声・データ等の識別情報等）、ＱｏＳ情報、等を適宜含む。ＭＳ情報は、ＢＳ
とＭＳが接続毎に設定される情報であり、次の接続まで保持される。ＡＳＮ－ＧＷは、Ｍ
ＳがＢＳと接続した状態（Ａｃｔｉｖｅ）で、ＭＳに対してＭＳ情報を適宜取得すること
ができる。
【００２３】
　図６は、ＡＳＮ－ＧＷのＩｄｌｅセッション管理テーブル２００７３の一例である。Ｉ
ｄｌｅセッション管理テーブルは、Ｉｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘに対して、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．、
ページング情報（Ｐａｇｉｎｇ　Ｉｎｆｏ．）を記憶する。ページング情報は、例えば、
Ｐａｇｉｎｇ等に用いられるＭＳの位置情報等を適宜含む。ページング情報は、ＭＳのＩ
ｄｌｅ移行毎に設定される情報であり、次のＡｃｔｉｖｅ移行まで保持される。ＡＳＮ－
ＧＷは、ＭＳがＢＳと非接続の状態（Ｉｄｌｅ）で、ＭＳに対してページング情報を適宜
記憶することができる。
【００２４】
　図７は、ＭＳ情報格納装置のＭＳ情報格納テーブル１００６１の一例である。ＭＳ情報
格納テーブルは、Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘに対して、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．、ＭＳ情報（ＭＳ＿
Ｉｎｆｏ．）を記憶する。ＭＳ情報（ＭＳ＿Ｉｎｆｏ．）は、図５と同様である。ＭＳ情
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報格納装置は、ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅに移行の際、ＡＳＮ－ＧＷから、ＭＳＩＤに対
するＭＳ情報を適宜受信して、取得することができる。一方、ＭＳ情報格納装置は、Ｉｄ
ｌｅからＡｃｔｉｖｅに移行の際、ＡＳＮ－ＧＷへ、ＭＳＩＤに対するＭＳ情報を適宜送
信することができる。
 
【００２５】
２．ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行処理
 
　つぎに、本実施の形態の接続シーケンスを説明する。
　図８は、本発明の実施の形態の移動体通信システムのＩｄｌｅ移行シーケンスを説明す
る図である。
　ＭＳ５００、ＢＳ４００、ＡＳＮ－ＧＷ２００、ＨＡ３００は、規定に従ったメッセー
ジのやり取りを行い、ＭＳ５００とＢＳ４００間に無線パス５１０を確立し、ＢＳ４００
とＡＳＮ－ＧＷ２００の間に、例えばＧＲＥ（Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｒｏｕｔｉｎｇ　Ｅｎｃ
ａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）カプセリングパス等のパス４１０を確立し、また、ＡＳＮ－ＧＷ
２００とＨＡ３００の間にパス３１０を確立する。これらによりデータ接続が行われる。
ＭＳ５００がＭＳ情報の削除（Ｉｄｌｅ移行）を要求する場合、削除要求（ＤＲＥＧ－Ｒ
ＥＱ８００）をＢＳ４００に送信することで、ＢＳ４００がＡＳＮ－ＧＷ２００に、Ｉｄ
ｌｅ　Ｍｏｄｅ　エントリ状態変更要求（ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ
＿Ｒｅｑ．８０１）を送信し、その後、規定に従ったメッセージがやり取りされ、が実行
される（ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｓｐ．８０３、ＤＲＥＧ－Ｃ
ＭＤ８０２、ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ａｃｋ．８０４、Ｐａｔｈ
＿Ｄｅｒｅｇ＿Ｒｅｑ．８０５、８Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ｒｓｐ．８０６、Ｐａｔｈ＿
Ｄｅｒｅｇ＿Ａｃｋ．８０７）。
 
【００２６】
　これにより、ＭＳ５００とＢＳ４００との間のデータ接続のパス５１０、ＢＳ４００と
ＡＳＮ－ＧＷ２００との間のデータ接続のパス４１０は切断される。なお、ＨＡ３００と
ＡＳＮ－ＧＷ２００との間のデータ接続のパス３１０は切断されない。
　その後、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報格納装置１００に、ＭＳ情報を含むＭＳ情報
転送要求９００を送信し、ＭＳ情報格納装置１００は、受信したＭＳ情報転送要求９００
に含まれるＭＳ情報を、ＭＳ情報格納テーブルに格納し（１１０）、ＡＳＮ－ＧＷ２００
にＭＳ情報転送応答９０１を送信する。ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報転送応答９０１
を受信し、該当するＭＳ情報をＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから削除し（２１０
）、ＭＳ情報格納装置１００にＭＳ情報転送応答＿Ａｃｋ．９０２を送信する。ＭＳ情報
格納装置１００は、ＭＳ情報転送応答＿Ａｃｋ．９０２を受信する。
【００２７】
　図１２に、本発明の実施の形態のＡＳＮ－ＧＷのＩｄｌｅ移行処理についてのフローチ
ャートを示す。このフローチャートは、図８で示した、移動体通信システムのＩｄｌｅ移
行シーケンスに対応する。ＡＳＮ－ＧＷ２００は、上述のＩｄｌｅ移行シーケンス（削除
シーケンス）において、次の処理を実行する。
　ＭＳ５００がＭＳ情報の削除（Ｉｄｌｅ移行）を要求する場合、ＭＳＩＤを含む削除要
求（ＤＲＥＧ－ＲＥＱ８００）をＢＳ４００に送信すると、ＢＳ４００は、ＡＳＮ－ＧＷ
２００に、ＭＳＩＤを含むＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑを送信
する。ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＩＭ＿Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑを
受信すると（Ｓ２００２）、Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照し、ＩＭ＿Ｅｎｔｒ
ｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑに含まれるＭＳＩＤに基づきＣａｌｌ　Ｎｏ．を
検索する（Ｓ２００３）。なお、ステップＳ２００２で、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＩＭ＿
Ｅｎｔｒｙ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑを受信できなければ、ステップＳ２００
２を所定の時間又は回数繰り返す。
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【００２８】
　ここでは、一例として、図４でＣａｌｌ　Ｎｏ．“１”、ＭＳＩＤ“０００００１”の
場合を説明する。
　そして、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｉｄｌｅセッション管理テーブルのページング情報が
ｎｕｌｌのエリアを検索する（Ｓ２００４）。ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ５００に対す
るＰａｇｉｎｇ情報を設定し、検索されたｎｕｌｌのＩｄｌｅ　ｉｎｄｅｘエリアにＰａ
ｇｉｎｇ情報を記憶する（Ｓ２００５）
【００２９】
　図２７に、ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＩｄｌｅセッション管理テーブルの
例を示す。
　ここでは、一例として、図６でＩｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘ“３”のエリアが検索されたとき
に、このエリアにＰａｇｉｎｇ情報を記憶する場合の例を示す。
【００３０】
　つぎに、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＢＳ４００から、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ａｃｋ．を
受信すると（Ｓ２００６）、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｃａｌｌセッション管理テーブルを
参照し、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＡｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘに基づき、Ａｃｔｉｖｅ
セッション管理テーブルを参照してＭＳ情報を検索し、ＭＳ情報格納装置１００に、Ｃａ
ｌｌ　Ｎｏ．に対応するＭＳ情報を含むＭＳ情報転送要求を送信する（Ｓ２００７）。な
お、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ａｃｋ．を受信できなければ、ステ
ップＳ２００６を繰り返す。
　ここでは、一例として、図５でＡｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘ“１”、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．“
１”に対するＭＳ情報が検索される。
【００３１】
　一方、ＭＳ情報格納装置１００は、ＡＳＮ－ＧＷ２００から、ＭＳ情報転送要求を受信
すると、ＭＳ情報格納テーブルを参照し、ＭＳ情報がｎｕｌｌのエリアを検索し、ＭＳ情
報転送要求に含まれるＭＳ情報を、検索されたエリアに記憶し、対応するＥｘｔ．　Ｉｎ
ｄｅｘを含むＭＳ情報転送応答を、ＡＳＮ－ＧＷ２００に送信する。
【００３２】
　図２８に、ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＭＳ情報格納テーブルの例を示す。
　ここでは、一例として、図２８のように、Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ“１０”に対応して、
ＭＳ情報が記憶される。
【００３３】
　ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報格納装置１００から、Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘを含むＭ
Ｓ情報転送応答を受信すると（Ｓ２００８）、ＭＳ情報転送応答に含まれるＥｘｔ．　Ｉ
ｎｄｅｘ　を取得する（Ｓ２００９）。なお、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報転送応答
を受信できなければ、ステップＳ２００８を所定の時間又は回数繰り返す。そして、ＡＳ
Ｎ－ＧＷ２００は、Ｃａｌｌセッション管理テーブルを更新する（Ｓ２０１０）。ここで
、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及びＭＳＩＤに対して、ＳｔａｔｅをＡｃｔ
ｉｖｅからＩｄｌｅに変更し、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘにｎｕｌｌを設定し、Ｉｄｌｅ
　ＩｎｄｅｘにＩｄｌｅセッション管理テーブルにページング情報を記憶したエリアのＩ
ｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘ　を設定し、Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　にＭＳ情報転送応答に含まれた
Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　を設定する。
【００３４】
　図２９に、ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＣａｌｌセッション管理テーブルの
例を示す。
 
　ここでは、一例として、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．　“１”、ＭＳＩＤ　“０００００１”に対
応して、各情報が設定される。
【００３５】
　つぎに、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから、Ｃａｌｌ
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　Ｎｏ．と、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＭＳ情報を削除する（Ｓ２０１１）。そして、
ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報格納装置１００に、ＭＳ情報の削除を通知するためＭＳ
情報転送応答Ａｃｋを送信する（Ｓ２０１２）。
　図３０に、ＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブ
ルの例を示す。
 
【００３６】
３．ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行処理
 
３．１．ＡＳＮ－ＧＷ２００によるＡｃｔｉｖｅ移行処理
　図９は、本発明の実施の形態の移動体通信システムのＡｃｔｉｖｅ移行シーケンスを説
明する図である。
　ＡＳＮ－ＧＷ２００とＨＡ３００の間には、パス３１０が確立され、データ接続が行わ
れている。ＭＳ５００がＭＳ情報の登録（Ａｃｔｉｖｅ移行）を要求する場合、登録要求
（ＲＥＧ－ＲＥＱ８１０）をＢＳ４００に送信することで、ＢＳ４００がＡＳＮ－ＧＷ２
００に、Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ　エクジット状態変更要求（ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿
Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑ．８１１）を送信する。
 
【００３７】
　その後、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報格納装置１００に、ＭＳ情報を取得するため
、ＭＳＩＤに対応するＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含むＭＳ情報転送要求９０３を送信し、ＭＳ
情報格納装置１００は、ＭＳ情報格納テーブルを参照し、受信したＭＳ情報転送要求９０
３に含まれるＥｘｔ．ＩｎｄｅｘからＭＳ情報を検索し、ＡＳＮ－ＧＷ２００に、検索し
たＭＳ情報とＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含むＭＳ情報転送応答９０４を送信する。ＡＳＮ－Ｇ
Ｗ２００は、ＭＳ情報転送応答９０４を受信し、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘに従い該当するＭＳ
情報をＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルに登録・追加し（２１１）、ＭＳ情報格納装
置１００にＭＳ情報転送応答＿Ａｃｋ．９０５を送信する。ＭＳ情報格納装置１００は、
ＭＳ情報転送応答＿Ａｃｋ．９０５を受信し、ＭＳ情報を削除する（１１１）。
【００３８】
　その後、規定に従ったメッセージがやり取りされ、Ａｃｔｉｖｅ移行シーケンス（登録
シーケンス）が行われる（ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｓｐ．８１２
、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ａｃｋ．８１３、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ
＿Ｒｅｑ．８１４、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ｒｓｐ．８１５、ＲＥＧ＿Ｒｓｐ８１６、Ｃ
ＭＡＣ＿Ｋｅｙ＿Ｃｏｕｎｔ＿Ｕｐｄａｔｅ８１７、ＣＭＡＣ＿Ｋｅｙ＿Ｃｏｕｎｔ＿Ｕ
ｐｄａｔｅ＿Ａｃｋ．８１８、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ａｃｋ．８１９）。これにより、
ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報を登録する。また、ＭＳ５００、ＢＳ４００、ＡＳＮ－
ＧＷ２００、ＨＡ３００は、規定に従ったメッセージのやり取りを行い、ＭＳ５００とＢ
Ｓ４００間に無線パス５１１を確立し、ＢＳ４００とＡＳＮ－ＧＷ２００の間に、例えば
ＧＲＥ（Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｒｏｕｔｉｎｇ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）カプセリング
パス等のパス４１１を確立し、データ接続が行われる。
【００３９】
　図１３に、本発明の実施の形態のＡＳＮ－ＧＷのＡｃｔｉｖｅ移行処理についてのフロ
ーチャートを示す。このフローチャートは、図９で示した、移動体通信システムのＡｃｔ
ｉｖｅ移行シーケンスに対応する。ＡＳＮ－ＧＷ２００は、上述のＡｃｔｉｖｅ移行シー
ケンス（登録シーケンス）において、次の処理を実行する。
【００４０】
　ＭＳ５００がＭＳ情報の登録（Ａｃｔｉｖｅ移行）を要求する場合、ＭＳＩＤを含む登
録要求（ＲＥＧ－ＲＥＱ８１０）をＢＳ４００に送信すると、ＢＳ４００は、ＡＳＮ－Ｇ
Ｗ２００に、ＭＳＩＤを含むＩｄｌｅ　Ｍｏｄｅ　エクジット状態変更要求（ＩＭ＿Ｅｘ
ｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑ．８１１）を送信する。
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　一例として、ＭＳＩＤが　“０００００１”の場合を説明する。
ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑを受信する
と（Ｓ２０２２）、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルを参照し、ＭＳ情報がｎｕｌｌ
のエリアを検索し、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘを求める（Ｓ２０２３）。なお、ＡＳＮ－
ＧＷ２００は、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑを受信できなければ
、ステップＳ２０２２を所定の時間又は回数繰り返す。
 
【００４１】
　一方、ステップＳ２０２３で、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルでｎｕｌｌのエリ
アを検索できなければ、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、後述のＲｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎを処理す
る（Ｓ２０２４）。
　一例として、ＭＳＩＤが“０００００１”、各テーブルが、それぞれ、図２９のＣａｌ
ｌセッション管理テーブル、図３０のＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブル、図２７のＩ
ｄｌｅセッション管理テーブル、図２８のＭＳ情報格納テーブルの内容である場合を想定
する。
【００４２】
　そして、一例として、図３０でＡｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘ“１”が検索された場合を説
明する。
　ステップＳ２０２３で、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルでｎｕｌｌのエリアを検
索できれば、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照して、ＭＳ
ＩＤに基づき、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．を取得する（Ｓ２０２５）。ここでは、図２９で、ＭＳ
ＩＤが“０００００１”なので、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．“１”が特定される。また、ＡＳＮ－
ＧＷ２００は、Ｃａｌｌセッション管理テーブルを参照し、ＭＳＩＤに基づき、Ｅｘｔ．
Ｉｎｄｅｘを取得する（Ｓ２０２６）。そして、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報格納装
置１００に、取得したＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含むＭＳ情報転送要求を送信する（Ｓ２０２
７）。
　ここでは、一例として、図２９よりＭＳＩＤが“０００００１”なのでＥｘｔ．　Ｉｎ
ｄｅｘ“１０”が検索される。
【００４３】
　一方、ＭＳ情報格納装置１００は、ＡＳＮ－ＧＷ２００から、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含
むＭＳ情報転送要求を受信すると、ＭＳ情報格納テーブルを参照し、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ
に対するＭＳ情報を検索し、Ｅｘｔ．　ＩｎｄｅｘとＭＳ情報を含むＭＳ情報転送応答を
、ＡＳＮ－ＧＷ２００に送信する。
ここでは、一例として、図２８より、Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ“１０”に対応するＭＳ情報
が検索される。
【００４４】
　ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報格納装置１００から、Ｅｘｔ．　ＩｎｄｅｘとＭＳ情
報を含むＭＳ情報転送応答を受信すると（Ｓ２０２８）、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情
報転送応答からＭＳ情報を抽出する（Ｓ２０２９）。なお、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ
情報転送応答を受信できなければ、ステップＳ２０２８を所定の時間又は回数繰り返す。
そして、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルのステップＳ２０
２３で求めたＡｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘに対応して、ステップＳ２０２５で特定したＣａ
ｌｌ　Ｎｏ．と、ステップＳ２０２９で抽出したＭＳ情報とを、Ａｃｔｉｖｅセッション
管理テーブルに設定する（Ｓ２０３０）。
【００４５】
　図３１に、ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブ
ルの例を示す。
　ここでは、一例として、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘ“１”のエリアが設定された場合の
例を示す。
【００４６】
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　つぎに、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｃａｌｌセッション管理テーブルを更新する（Ｓ２０
３１）。ここで、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．及びＭＳＩＤに対して、Ｓｔ
ａｔｅをＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅに変更し、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘを設定し、Ｉｄ
ｌｅ　Ｉｎｄｅｘにｎｕｌｌを設定し、Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　にｎｕｌｌを設定する。
【００４７】
　図３２に、ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＣａｌｌセッション管理テーブルの
例を示す。
　ここでは、一例として、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．　“１”、ＭＳＩＤ　“０００００１”に対
応して、各情報が設定される。
　また、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対応するＰａｇｉｎｇ情報を、Ｉｄ
ｌｅセッション管理テーブルから削除する（Ｓ２０３２）。
【００４８】
　図３３に、ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＩｄｌｅセッション管理テーブルの
例を示す。ここでは、一例として、図２７で、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．“１”、Ｉｄｌｅ　Ｉｎ
ｄｅｘ“３”に対応するページング情報が削除される。
【００４９】
　その後、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報格納装置１００に、ＭＳ情報の移行を通知す
るためのＭＳ情報転送応答＿Ａｃｋを送信する（Ｓ２０３３）。　一方、ＭＳ情報格納装
置１００は、ＭＳ情報格納テーブルから、転送したＭＳ情報を削除する。また、ＡＳＮ－
ＧＷ２００は、ＢＳ４００に、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｓｐを送
信する（Ｓ２０３４）。図３４に、ＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＭＳ情報格納
テーブルの例を示す。
　ここでは、一例として、Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ“１０”に対応するＭＳ情報が削除され
る。
 
【００５０】
３．２．ＡＳＮ－ＧＷ２０１によるＡｃｔｉｖｅ移行処理（Ｒｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ処理
）
 
　図１１は、本発明の実施の形態の移動体通信システムにおけるＲｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ
シーケンスを説明する図である。
　ＡＳＮ－ＧＷ２００とＨＡ３００の間には、パス３１０が確立され、データ接続が行わ
れている。ＭＳ５００がＭＳ情報の登録（Ａｃｔｉｖｅ移行）を要求する場合、登録要求
（ＲＥＧ－ＲＥＱ８３０）をＢＳ４００に送信することで、ＢＳ４００がＡＳＮ－ＧＷ２
００に、Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ　エクジット状態変更要求（ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔｅａｔ＿
Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑ．８３１）を送信する。
【００５１】
　ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルを参照し、Ａｃｔｉｖｅ
リソースがあるか判定し、テーブルに空きがない場合（２１３）、他のＡＳＮ－ＧＷ２０
１へ、ＭＳＩＤと、ＭＳＩＤに対応するＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含むＲｅｄｉｒｅｃｔ＿ｒ
ｅｑ．２２０を送信する。ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、Ｒｅｄｉｒｅｃｔ＿ｒｅｑ．２２０を
受信すると、自装置のＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルを参照し、Ａｃｔｉｖｅリソ
ースがあるか判定し、テーブルに空きがある場合（２１４）、Ｒｅｄｉｒｅｃｔ＿ｒｓｐ
．２２１を送信する。ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｒｅｄｉｒｅｃｔ＿ｒｓｐ．２２１を受信
すると、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔｅａｔ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑ．８３２を送信する。
【００５２】
　ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑ．８３２
を受信すると、ＭＳ情報格納装置１００に、ＭＳ情報を取得するため、ＭＳＩＤに対応す
るＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含むＭＳ情報転送要求９１０を送信し、ＭＳ情報格納装置１００
は、ＭＳ情報格納テーブルを参照し、受信したＭＳ情報転送要求９１０に含まれるＥｘｔ
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．ＩｎｄｅｘからＭＳ情報を検索し、ＡＳＮ－ＧＷ２００に、検索したＭＳ情報とＥｘｔ
．Ｉｎｄｅｘを含むＭＳ情報転送応答９１１を送信する。ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情
報転送応答９１１を受信し、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘに従い該当するＭＳ情報をＡｃｔｉｖｅ
セッション管理テーブルに登録・追加し（２１５）、ＭＳ情報格納装置１００にＭＳ情報
転送応答＿Ａｃｋ．９１２を送信する。ＭＳ情報格納装置１００は、ＭＳ情報転送応答＿
Ａｃｋ．９１２を受信し、ＭＳ情報を削除する（１１３）。
 
【００５３】
　その後、ＡＳＮ－ＧＷ２０１、ＡＳＮ－ＧＷ２００、ＢＳ４００、ＭＳ５００との間で
、規定に従ったメッセージがやり取りされ、Ａｃｔｉｖｅ移行シーケンス（登録シーケン
ス）が行われる（ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｓｐ．８３３，８３４
、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ａｃｋ．８３５，８３６、Ｐａｔｈ＿Ｄ
ｅｒｅｇ＿Ｒｅｑ．８３７，８３８、接続処理（３１２）、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ｒｓ
ｐ．８３９，８４０、ＲＥＧ－ＲＳＰ８４１、ＣＭＡＣ＿Ｋｅｙ＿Ｃｏｕｎｔ＿Ｕｐｄａ
ｔｅ８４２，８４３、ＣＭＡＣ＿Ｋｅｙ＿Ｃｏｕｎｔ＿Ｕｐｄａｔｅ＿Ａｃｋ．８４４，
８４５、Ｐａｔｈ＿Ｄｅｒｅｇ＿Ａｃｋ．８４６，８４７）。
【００５４】
　これにより、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＭＳ情報を登録する。また、ＡＳＮ－ＧＷ２０１
とＨＡ３００との間にパス３１２を確立し、データ接続が行われ、一方、ＡＳＮ－ＧＷ２
００とＨＡ３００との間にパスは切断処理が実行される（３１３）。さらに、ＭＳ５００
、ＢＳ４００、ＡＳＮ－ＧＷ２００、ＨＡ３００は、規定に従ったメッセージのやり取り
を行い、ＭＳ５００とＢＳ４００間に無線パス５１２を確立し、ＢＳ４００とＡＳＮ－Ｇ
Ｗ２００の間に、例えばＧＲＥ（Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｒｏｕｔｉｎｇ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａ
ｔｉｏｎ）カプセリングパス等のパス４１２を確立し、ＡＳＮ－ＧＷ２００とＡＳＮ－Ｇ
Ｗ２０１との間にパス３１４を確立し、データ接続が行われる。すなわち、ＭＳ５００、
ＢＳ４００、ＡＳＮ－ＧＷ２００、ＡＳＮ－ＧＷ２０１、ＨＡ３００、ネットワーク７０
０の経路でデータ接続が行われることになる。
 
【００５５】
　図１４、本発明の実施の形態のＡＳＮ－ＧＷのＲｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ処理についての
フローチャートを示す。このフローチャートは、図１１で示した、移動体通信システムの
Ｒｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎシーケンスに対応する。
【００５６】
　ＡＳＮ－ＧＷ２００は、図１３のステップＳ２０２３で、Ａｃｔｉｖｅセッション管理
テーブルを検索してｎｕｌｌのエリアがなかった場合、以下のＲｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ処
理を実行する（Ｓ２０３１）。まず、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳＩＤとＥｘｔ．Ｉｎｄ
ｅｘを含むＲｅｄｉｒｅｃｔ＿Ｒｅｑを、ＡＳＮ－ＧＷ２０１に、送信する。このとき、
送信先のＡＳＮ－ＧＷは予め選択順序を定めておいてもよいし、ランダムに定めてもよい
。ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＡＳＮ－ＧＷ２００から、Ｒｅｄｉｒｅｃｔ＿Ｒｅｑを受信す
ると（Ｓ２０３２）、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルを参照し、ＭＳ情報がｎｕｌ
ｌのエリアを検索し、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘを求める（Ｓ２０３３）。なお、ＡＳＮ
－ＧＷ２０１は、Ｒｅｄｉｒｅｃｔ＿Ｒｅｑを受信できなければ、ステップＳ２０３２を
所定の時間又は回数繰り返す。ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ステップＳ２０３３で、Ａｃｔｉ
ｖｅセッション管理テーブルでｎｕｌｌのエリアを検索できれば、ＡＳＮ－ＧＷ２００に
、リソースが有ることを通知するためのＲｅｄｉｒｅｃｔ＿Ｒｓｐを送信する（Ｓ２０３
５）。また、ステップＳ２０３３で、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルでｎｕｌｌの
エリアを検索できなければ、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＡＳＮ－ＧＷ２００に、リソースが
無いことを通知するためのＲｅｄｉｒｅｃｔ＿Ｒｓｐ　（ｎｏ　ｒｅｓｏｕｃｅ）を送信
し（Ｓ２０３４）、処理を終了する。
【００５７】
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　一方、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＡＳＮ－ＧＷ２０１から、リソースが有ることを通知す
るためのＲｅｄｉｒｅｃｔ＿Ｒｓｐを受信すると、ＡＳＮ－ＧＷ２０１に、ＭＳＩＤを含
むＩｄｌｅ　Ｍｏｄｅ　エクジット状態変更要求（ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔｅａｔ＿Ｃｈａ
ｎｇｅ＿Ｒｅｑ．）を送信する。
【００５８】
　ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒｅｑを受信す
ると（Ｓ２０３６）、適宜の順序又は方法により、使用可能なＣａｌｌ　Ｎｏ．を割当て
る（Ｓ２０３７）。なお、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａ
ｎｇｅ＿Ｒｅｑを受信できなければ、ステップＳ２０３６を所定の時間又は回数繰り返す
。そして、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＭＳ情報格納装置１００に、ステップＳ２０３２で取
得したＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含むＭＳ情報転送要求を送信する（Ｓ２０３８）。
【００５９】
　一方、ＭＳ情報格納装置１００は、ＡＳＮ－ＧＷ２０１から、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含
むＭＳ情報転送要求を受信すると、ＭＳ情報格納テーブルを参照し、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ
に対するＭＳ情報を検索し、Ｅｘｔ．　ＩｎｄｅｘとＭＳ情報を含むＭＳ情報転送応答を
、ＡＳＮ－ＧＷ２０１に送信する。
【００６０】
　ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＭＳ情報格納装置１００から、Ｅｘｔ．　ＩｎｄｅｘとＭＳ情
報を含むＭＳ情報転送応答を受信すると（Ｓ２０３９）、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＭＳ情
報転送応答からＭＳ情報を抽出する（Ｓ２０４０）。なお、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＭＳ
情報転送応答を受信できなければ、ステップＳ２０２８を所定の時間又は回数繰り返す。
そして、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルのステップＳ２０
３３で求めたＡｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘに対応して、ステップＳ２０３７で割当てしたＣ
ａｌｌ　Ｎｏ．と、ステップＳ２０４０で抽出したＭＳ情報とを設定する（Ｓ２０４１）
。
【００６１】
　つぎに、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．テーブルを更新する（Ｓ２０４２）
。ここで、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ステップＳ２０３７で割当てたＣａｌｌ　Ｎｏ．に対
して、ステップＳ２０３２で取得したＭＳＩＤを設定し、ＳｔａｔｅをＡｃｔｉｖｅに設
定し、ステップＳ２０３３で取得したＡｃｔｉｖｅ　ＩｎｄｅｘをＡｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄ
ｅｘに設定し、Ｉｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘにｎｕｌｌを設定し、Ｅｘｔ．　Ｉｎｄｅｘ　にｎ
ｕｌｌを設定する。
【００６２】
　その後、ＡＳＮ－ＧＷ２０１は、ＭＳ情報格納装置１００に、ＭＳ情報の移行を通知す
るためのＭＳ情報転送応答＿Ａｃｋを送信する（Ｓ２０４３）。　一方、ＭＳ情報格納装
置１００は、ＭＳ情報格納テーブルから、転送したＭＳ情報を削除する。また、ＡＳＮ－
ＧＷ２０１は、ＡＳＮ－ＧＷ２００に、ＩＭ＿Ｅｘｉｔ＿Ｓｔａｔｅ＿Ｃｈａｎｇｅ＿Ｒ
ｓｐを送信する（Ｓ２０４４）。
 
【００６３】
４．切断処理
 
　図１０は、本発明の実施の形態の移動体通信システムにおけるＩｄｌｅ状態からの切断
シーケンスである。
　次に、切断シーケンスを説明する。
　ＡＳＮ－ＧＷ２００とＨＡ３００の間には、パス３１０が確立され、データ接続が行わ
れている。ＭＳ５００は、データ接続を切断する場合、削除要求であるＲＮＧ－ＲＥＱ８
２０をＢＳ４００に送信する。ＢＳ４００は、ＲＮＧ－ＲＥＱ８２０の受信を契機にＢＳ
４００とＡＳＮ－ＧＷ２００の間で切断シーケンスを実行する（ＬＵ＿Ｒｅｑ．８２１、
ＬＵ＿Ｒｓｑ．８２２、ＲＮＧ－ＲＳＰ８２３、ＬＵ＿Ｃｎｆ．８２４）。
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【００６４】
　その後、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報格納装置１００に、ＭＳ情報を削除するため
に、ＭＳＩＤに対応するＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘを含むＭＳ情報転送要求９０６を送信し、Ｍ
Ｓ情報格納装置１００は、ＭＳ情報格納テーブルを参照し、受信したＭＳ情報転送要求９
０３に含まれるＥｘｔ．Ｉｎｄｅｘに該当するＭＳ情報を削除し、ＡＳＮ－ＧＷ２００に
、ＭＳ情報転送応答９０７を送信する。ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳ情報転送応答９０７
を受信すると、ＭＳ情報格納装置１００にＭＳ情報転送応答＿Ａｃｋ．９０５を送信する
。ＭＳ情報格納装置１００は、ＭＳ情報転送応答＿Ａｃｋ．９０５を受信する。また、Ａ
ＳＮ－ＧＷ２００は、ＨＡ３００との間でデータ接続のパス３１０の切断処理を実行し、
Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘに従い該当するＭＳ情報をＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルから
削除する（２１２）。
 
【００６５】
５．メッセージフォーマット
 
　図１５に、本発明の実施の形態のＭＳ情報格納装置への要求メッセージフォーマットの
例を示す。
　要求メッセージは、ＩＰヘッダ９０００、ＵＤＰヘッダ９００１、Ｔｙｐｅ９００２、
Ｓｕｂ－ｔｙｐｅ９００３、ひとつ又は複数の情報要素９０１０（情報要素１　９００４
、情報要素１　９００５～情報要素ｍ　９００６）を含む。Ｔｙｐｅ９００２は、要求９
０１１と応答９０１２と確認（Ａｃｋ）９０１３の区別に使う。Ｓｕｂ－ｔｙｐｅ９００
３は、格納９０１４と引出９０１５の区別に使う。情報要素９０１０には、ＡＳＮ－ＧＷ
とＭＳ情報装置との間で送信又は受信する、ＭＳＩＤ、ＭＳ情報、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘ等
を含む情報をいれる。
 
【００６６】
６．効果
　本実施の形態によれば、Ｍ２Ｍ接続とＭ２Ｍ接続以外が混在した移動体システムにおい
て、Ｍ２Ｍ接続のＭＳ情報を外部装置に収容して、モバイルＧＷ等のＧＷと連携すること
で、ＧＷの必要台数を減らし、設備数を抑えることができる。
　また、本実施の形態によれば、ひとつのＧＷでＭＳ情報の記憶容量が不足するとき、他
のＧＷにそのＭＳ情報を記憶する（Ｒｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）ことができる。
 
【００６７】
Ｂ．実施の形態２：Ｍ２Ｍ接続のＩｄｌｅ状態のＭＳ情報を外部装置に格納する形態
 
　本発明の実施の形態２では、Ｍ２Ｍ接続端末か、Ｍ２Ｍ接続以外（人を介在する接続等
）の端末かを、ＢＳからＡＳＮ－ＧＷに通知し、ＡＳＮ－ＧＷは、Ｍ２Ｍ接続と判断され
たＭＳ情報は、ＭＳ格納情報格納装置に格納し、Ｍ２Ｍ接続以外と判断された場合には、
ＡＳＮ－ＧＷ内にＭＳ情報を格納するようにしたものである。
 
　実施の形態２では、システム、各装置のハードウェアについては、実施の形態１と同様
である。
 
【００６８】
　図１６に、本発明の実施の形態２（例１）のＭＳＩＤフォーマットの説明図を示す。
　図では、一例としてＭＳＩＤ８０００には、第１オクテットのビットｂ８にＭＳＭ識別
子８００１が含まれている。ＭＳＭ識別子８００１としては、例えば、Ｍ２Ｍ接続以外で
は「０」、Ｍ２Ｍ接続では「１」（８００２）が設定される。
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【００６９】
　本発明の実施の形態２（例１）では、端末識別子（ＭＳＩＤ）の予備ビットにＭ２Ｍ接
続端末か、Ｍ２Ｍ接続以外（人を介在する接続等）かを識別するＭ２Ｍ識別子を設ける。
ＡＳＮ－ＧＷは、ＢＳから受信したＭＳＩＤに含まれるＭ２Ｍ識別子によってＭ２Ｍ接続
か否かを判断する。ＡＳＮ－ＧＷは、Ｍ２Ｍ接続と判断した場合は、ＭＳ情報をＭＳ格納
情報格納装置に格納し、Ｍ２Ｍ接続以外と判断した場合には、ＡＳＮ－ＧＷ装置内のＡｃ
ｔｉｖｅセッション管理テーブルにＭＳ情報を格納することができる。
 
【００７０】
　図１７に、本発明の実施の形態２（例２）のシグナリングフォーマット。
　このシグナリングフォーマットは、ヘッダ８０１０、リザーブビット８０１１、メッセ
ージ８０１２を含む。リザーブビット８０１１としては、例えば、Ｍ２Ｍ接続以外では「
０」、Ｍ２Ｍ接続では「１」（８０１３）が設定される。
【００７１】
　本発明の第２の実施の形態の例２では、Ｍ２Ｍ接続を判断する別の手段として、ＢＳと
ＡＳＮ－ＧＷ間のメッセージの予備ビットにＭ２Ｍ識別子を付与するものである。ＭＳと
ＢＳ間の無線接続の規定等において、ＢＳは、ＭＳがＭ２Ｍ接続であるか否かを認識でき
るため、ＭＳＩＤ毎にＭ２Ｍ接続／Ｍ２Ｍ接続以外の情報を把握している。ＢＳは、当該
ＭＳによる接続がＭ２Ｍ接続であると判断した場合には、ＢＳとＡＳＮ－ＧＷ間のメッセ
ージの予備ビットにＭ２Ｍ識別子を付与する。Ｍ２Ｍ識別子を付与することで、ＢＳから
ＡＳＮ－ＧＷに対して、ＭＳがＭ２Ｍ接続であるか否かを通知することができる。
 
【００７２】
　図１８は、本発明の実施の形態２のＣａｌｌセッション管理テーブルの一例である。Ｃ
ａｌｌセッション管理テーブルは、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．に対して、ＭＳＩＤ、Ｓｔａｔｅ、
Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘ（Ｎｏｔ　Ｍ２Ｍ　Ｉｎｄｅｘ）、Ｉｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘ、Ｅ
ｘｔ．Ｉｎｄｅｘ、を記憶する。ＡＳＮ－ＧＷは、ＭＳがＢＳと接続した場合等に、ＭＳ
に対してＣａｌｌ　Ｎｏ．を適宜割り当てることができる。Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘに
は、Ｍ２Ｍ接続でない場合のインデックスであるＮｏｔ　Ｍ２Ｍ　Ｉｎｄｅｘが含まれる
。
【００７３】
　図１９は、本発明の実施の形態２のＡｃｔｉｖｅセッション管理テーブルの一例である
。Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルは、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘ（Ｎｏｔ　Ｍ２Ｍ
　Ｉｎｄｅｘ）に対して、Ｃａｌｌ　Ｎｏ．、ＭＳ情報（ＭＳ＿Ｉｎｆｏ．）を記憶する
。ＭＳ情報（ＭＳ＿Ｉｎｆｏ．）については、前述した通りである。
【００７４】
　実施の形態２において、ＡＳＮ－ＧＷのＩｄｌｅセッション管理テーブルの一例は、図
６と同様であり、また、ＭＳ情報格納装置のＭＳ情報格納テーブルの一例は、図７と同様
である。
【００７５】
　図２０は、本発明の実施の形態２の移動体通信システムのＩｄｌｅ移行処理についての
フローチャートである。
　Ｉｄｌｅ移行シーケンスは、実施の形態１（図８）と同様である。
　図２０のフローチャートにおいて、ステップＳ２０５１～Ｓ２０５６は、実施の形態１
（図１２、ステップＳ２００１～Ｓ２００６）の各処理と同様である。
【００７６】
　つぎに、ステップＳ２０５７で、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｍ２Ｍ接続か否かを判断する
。例えば、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳＩＤが上述の図１６に示したＭＳＩＤである場合
、ＢＳ４００から受信したＭＳＩＤに含まれるＭ２Ｍ識別子によってＭ２Ｍ接続か否かを
判断することができる。また、上述の図１７に示したように、ＢＳ４００からメッセージ
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の予備ビットにＭ２Ｍ識別子が付与されている場合、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、このＭ２Ｍ
識別子によりＭＳがＭ２Ｍ接続であるか否かを判断することができる。
　Ｍ２Ｍ接続の場合、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ステップＳ２０５８に処理を移行する。
　ステップＳ２０５８～Ｓ２０６５は、第１の実施の形態（図１２、ステップＳ２００７
～Ｓ２０１３）の各処理と同様である。
　一方、Ｍ２Ｍ接続でない場合、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｃａｌｌセッション管理テーブ
ルを更新する（Ｓ２０６３）。
 
【００７７】
　以下に、一例として、ＭＳＩＤが“００００１”のＭＳ５００がＭ２Ｍでない場合を説
明する。
　ここで、Ｃａｌｌセッション管理テーブルは図１８、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テー
ブルは図１９、Ｉｄｌｅセッション管理テーブルは図６とする。
　ステップＳ２０５６までは、上述した通り処理が実行される。ステップＳ２０５４及び
Ｓ２０５５によりＩｄｌｅセッション管理テーブルにおいては、ｎｕｌｌエリアにＰａｇ
ｉｎｇ情報が設定される。
【００７８】
　図３５に、実施の形態２のＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＩｄｌｅセッション
管理テーブルの例を示す。
　ステップＳ２０５７では、Ｍ２Ｍ接続であるので、ステップ２０６３に移行する。ステ
ップＳ２０６３では、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、図１８を参照し、ＭＳＩＤ“００００１”
に対応するＣａｌｌ　Ｎｏ．“１”において、ＳｔａｔｅをＩｄｌｅに設定し、Ｎｏｔ　
Ｍ２Ｍ　Ｉｎｄｅｘはそのままの値とし“１”、Ｉｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘは、ステップＳ２
０５４で検索したｎｕｌｌのエリアのＩｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘ“３”を設定し、Ｅｘｔ．Ｉ
ｎｄｅｘにｎｕｌｌを設定する。
 
【００７９】
　図３６に、実施の形態２のＡｃｔｉｖｅからＩｄｌｅへの移行後のＣａｌｌセッション
管理テーブルの例を示す。
 
　なお、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルの情報は、そのまま保持される。また、Ｍ
Ｓ情報格納テーブルについては、実施の形態１と同様である。
【００８０】
　図２１は、本発明の実施の形態２の移動体通信システムのＡｃｔｉｖｅ移行についての
フローチャートである。
　Ｉｄｌｅ移行シーケンスは、実施の形態１（図９）と同様である。
　図２１のフローチャートにおいて、ステップＳ２０７１～Ｓ２０７５は、実施の形態１
（図１２、ステップＳ２０２１～Ｓ２０２５）の各処理と同様である。
【００８１】
　つぎに、ステップＳ２０７６で、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｍ２Ｍ接続か否かを判断する
。例えば、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ＭＳＩＤが上述の図１６に示したＭＳＩＤである場合
、ＢＳ４００から受信したＭＳＩＤに含まれるＭ２Ｍ識別子によってＭ２Ｍ接続か否かを
判断することができる。また、上述の図１７に示したように、ＢＳ４００からメッセージ
の予備ビットにＭ２Ｍ識別子が付与されている場合、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、このＭ２Ｍ
識別子によりＭＳがＭ２Ｍ接続であるか否かを判断することができる。
　Ｍ２Ｍ接続の場合、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ステップＳ２０８５に処理を移行する。
 
【００８２】
　以下に、一例として、ＭＳＩＤが“００００１”のＭＳ５００がＭ２Ｍでない場合を説
明する。ここで、Ｃａｌｌセッション管理テーブルは図３６、Ａｃｔｉｖｅセッション管
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理テーブルは図６、Ｉｄｌｅセッション管理テーブルは図３５とする。
　ステップＳ２０７５までは、上述した通り処理が実行され、ステップＳ２０７６では、
Ｍ２Ｍ接続であるので、ステップ２０８５に移行する。ステップＳ２０８５では、ＡＳＮ
－ＧＷ２００は、図３６を参照し、ＭＳＩＤ“００００１”に対応するＣａｌｌ　Ｎｏ．
“１”において、ＳｔａｔｅをＡｃｔｉｖｅに設定し、Ａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘ（Ｎｏ
ｔ　Ｍ２Ｍ　Ｉｎｄｅｘ）はそのまま“１”、Ｉｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘをｎｕｌｌに設定し
、Ｅｘｔ．Ｉｎｄｅｘにｎｕｌｌを設定する。
 
【００８３】
　図３７に、実施の形態２のＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＣａｌｌセッション
管理テーブルの例を示す。
 
　つぎに、ステップＳ２０８６では、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、Ｉｄｌｅセッション管理テ
ーブルからページング情報を削除する。図３５では、Ｉｄｌｅ　Ｉｎｄｅｘ“３”に対応
するページング情報を削除する。
 
【００８４】
　図３８に、実施の形態２のＩｄｌｅからＡｃｔｉｖｅへの移行後のＩｄｌｅセッション
管理テーブルの例を示す。
　なお、Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブルの情報は、そのまま保持されている。また
、ＭＳ情報格納テーブルについては、実施の形態１と同様である。
 
　本実施の形態によれば、Ｍ２Ｍ接続以外のＭＳ情報を装置内に格納することで、Ｍ２Ｍ
以外の接続は従来と同様の状態遷移処理時間で処理を可能となる。
 
【００８５】
Ｃ．実施の形態３：Ｍ２Ｍ接続の識別にＤｏｍａｉｎ情報を用いる形態
 
　ＭＳは、端末が所属するサービス所属団体を示すＤｏｍａｉｎ情報を持っている。Ｍ２
Ｍ情報は、このＤｏｍａｉｎ情報によって区別するこができる。例えば、電力会社の電力
検針にＭ２Ｍサービスを適用する場合には、電力検針のＤｏｍａｉｎ情報は、Ｐｏｗｅｒ
．ｃｏｍ等となる。このＤｏｍａｉｎ情報と、Ｄｏｍａｉｎ情報に対してＭ２Ｍサービス
かそうではないかの区別を示すＭ２Ｍ識別子を予めＡＳＮ－ＧＷに設定及び記憶すること
で、接続要求したＭＳが、Ｍ２Ｍ接続か、そうではないかを区別する。
【００８６】
　図２２は、予めＡＳＮ－ＧＷに設定するＤｏｍａｉｎに関するテーブルである。
　このテーブルでは、Ｄｏｍａｉｎ情報と、そのＤｏｍａｉｎ情報に所属するＭＳがＭ２
Ｍか、そうではないかを表すＭ２Ｍ識別子を、ＡＳＮ－ＧＷは予め設定しておく。
【００８７】
　図２３は、ＭＳＩＤ、Ｄｏｍａｉｎ、Ｍ２Ｍサービスか否かの対応関係を管理するＤｏ
ｍａｉｎ情報テーブルである。
　ＭＳが新規接続する場合には、ＢＳからの接続メッセージにＤｏｍａｉｎ情報が含まれ
ているため、ＡＳＮ－ＧＷは、接続が完了すると、図２２のテーブルを引用して、Ｃａｌ
ｌ　Ｎｏ．及びＭＳＩＤを用いて、図２３のテーブルを予め作成することができる。
【００８８】
　本発明の実施の形態３の移動体通信システムのＩｄｌｅ移行処理は、図２０のフローチ
ャートと同様であり、また、Ｉｄｌｅ移行シーケンスは、実施の形態１（図８）と同様で
ある。
　ただし、図２０のフローチャートのステップＳ２０５７で、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ス
テップＳ２０５３で検索したＣａｌｌ　Ｎｏを使って、図２３のテーブルを検索すること
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で、Ｍ２Ｍ接続か否かを判断することができる。
 
【００８９】
　本発明の実施の形態３の移動体通信システムのＡｃｔｉｖｅ移行処理は、図２１のフロ
ーチャートと同様であり、また、Ｉｄｌｅ移行シーケンスは、実施の形態１図９）と同様
である。
　ただし、図２１のフローチャートのステップＳ２０７６で、ＡＳＮ－ＧＷ２００は、ス
テップＳ２０７５で特定したＣａｌｌ　Ｎｏを使って、図２３のテーブルを検索すること
で、Ｍ２Ｍ接続か否かを判断することができる。
 
【００９０】
　本実施の形態によれば、Ｍ２Ｍ接続以外のＭＳ情報を装置内に格納することで、Ｍ２Ｍ
以外の接続は従来と同様の状態遷移処理時間で処理を可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００９１】
　本実施の形態では、主に、ＡＳＮ－ＧＷについて説明したが、これに限らず様々なＧＷ
や、適宜のルータやコンピュータ等に適用することができる。
　また、本実施の形態では、主に、インターネットについて説明したが、これに限らず様
々なネットワークに適用することができる。
【符号の説明】
【００９２】
１００　ＭＳ情報格納装置
１００１　バス
１００２　制御部
１００３　プログラムメモリ
１００４　Ｉ／Ｏポート
１００６　ＨＤＤ
１００６１　ＭＳ情報格納テーブル
２００　ＡＳＮ－ＧＷ
２０１　ＡＳＮ－ＧＷ
２００１　装置内バス
２００２　制御部
２００３　プログラムメモリ
２００４　Ｉ／Ｏポート
２００５　パケットバッファ
２００６　Ｅｘｔ．ＩＦ
２００７　メモリ
２００７１　Ｃａｌｌセッション管理テーブル
２００７２　Ａｃｔｉｖｅセッション管理テーブル
２００７３　Ｉｄｌｅセッション管理テーブル
３００　ホームエージェント
４００　基地局
４０１　基地局
４０２　基地局
４０３　基地局
５００　移動体端末
７００　ネットワーク
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】
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【図２９】 【図３０】

【図３１】 【図３２】
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【図３３】 【図３４】

【図３５】 【図３６】
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【図３７】 【図３８】
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